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SYNOPSIS: A method of lidar techniques used a narrowband YAG laser to measure

optical scattering properties of atmospheric aerosols is proposed. This laser

consists of a narroWband YAG laser with injection seeding.

This lidar would be able to measure the profile of scattering ratio,

atmospheric visibility and te皿perature　留ith a better accuracy.

1 .はじめに

最近､半導体レ-ザ助起　Nd:Y A Gレ-ザをシーダとする狭帯域　Nd:Y A Gレ-ザが市販さ

れてきた｡この狭帯域　Nd:Y A Gレ-ザは､色素レ-ザ等にく　らべ周波数が安定であり､またコ

ンパクトであることからレ-ザレ-ダへの応用には魅力的なレ-ザである｡ここでは､我々が今

年度導入することにしている狭帯域　Nd:Y A Gレ-ザの性質と､このレ-ザを用いて計画してい

るレ-ザレーダへの応用について述べる｡

2 .狭帯域　Nd:Y A Gレ-ザ

我々が導入を予定している狭帯域　Nd:Y A Gレ-ザS L-　80　5 (スぺクトロンレ-ザシス

テムズ社)の主な諸元をTable l　に示す｡半導体レ-ザ助超　Nd:Y A Gレ-ザをシータとする

Injection Locking　システムである｡ GaAs系の半導体レ-ザが､　朗d:Y A Gの光吸収スペクトル

域で強く発振することを利用して､コンパクトで効率の良い半導体レ-ザ励起　Nd:Y A Gレ-ザ

光が得られる｡このレ-ザ光は容易に単一モードが得られることから､極めて狭いスペクトルの

レーザ光が得られる｡これをシーダとして､高出力Qスイッチ　Nd:Y A Gレ-ザをインジェクショ

ンロックすることにより､狭帯域､高出力Qスイッチ　Nd:Y A Gレ-ザが実現されている｡レー

ザ共振器の構成をFig.1に示す｡

Table 1 Specificcation of　王njection Seeding Nd:YAG Laser

Output Energy　(1064nm　　600eJ Divergence 0.5払rad

Pulsewidth

(532nffi)　　300nJ Beam dia現eter　　　　血払≠

10ns Repetition rate　15Hz

Linewidth

No injection 1.Oc血-1

Injection seeding O.OOSco"1
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Fig.1 Optical Layout

3.ライダーへの応用

雲､霧､エアロゾル等からの散乱光はミー散乱と呼ばれ､分子､原子からの散乱はレイリー

散乱と呼ばれる｡通常のライダーによるエアロゾル観溺技術ではこれらの散乱は区別できない｡

したがって､エアロゾルの空間分布などを求める場合､いくつかの不確定要素を仮定することに

より､エアロゾル曇を推定するしかない｡

ミ-散乱光とレイリ-散乱光のスペクトルの広がりの違いを利用して､これらの散乱光を分蘇

することは可能である｡散乱光のスペクトルの広がり晦は､エアロゾルのミー散乱で　100MHz､

レイリー散乱はドップラー効果により決定されるので　2GHz (300K)程度である｡

Shimizu et al. (1983)は､原子蒸気フィルターを利用して2散乱光を分線する方法を提案し

ている｡一万一　Shipley et al. (1983)は､フアプリペローエタロンにより分鹿する方法を試み

tvraff

我々の送信システムである狭帯域　Nd:Y A Gレ-ザ光は､波長1.06n mに固定して周波数幅は

15約Hz程度､パルスエネルギーが基本波で　600mJであるから､フアプリペローユタロンを用い

るか､新たにヘテロダイン法を開発する必要があろう｡このレーザ光の周波数は極めて安定であ

り､充分実用的なシステムが構築できると考えられる｡

また､レイリー散乱光の波長の広がりにより､大気の温度分布も潮定可能である｡

シ-ダ光である半導体レ-ザ助起Y A Gレ-ザにユタロンなどを挿入し更に狭帯域化すること

により､コヒ-レント　レーサレ-ダへの応用も考えられる｡
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